VII 量子固体研究の現状 by 生井沢, 寛
Title VII 量子固体研究の現状
Author(s)生井沢, 寛




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
Ⅶ 量 子 固 体 研 究 の 現 状








































のに,次の項 (3次の非調和項に当たる )を入れると,分散はかえって悪 くなり,巾も
良くない｡もうひとつの方法は,離散的レベルを持っ局所化された原子間に相互作用が
働いて,丁度励起子の様にレベル遷移が相隣る原子間をcoherentに伝わるという措像
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Ⅷ 液体- リウム中のイオ ンの レビュー
- 特にイオンの易動度さとっいて -
東大･工 井 口 家 成
pA10などのアイソトー プによって液体- リウム中に正 ･負両イオンを作 り出すことが
出来るようにならて以来十何年かになるが,その間イオン自身の研究,或いはイオンを
用いての液体- リウムの研究が実験,理論両面から広 く精力的に行われてきた｡主に研
究された問題を挙げると,液体-リウム中に存在する正 ･負イオンの構造に関するもの,
或いはVortexring と結びついた ion-ringcomplexの構造に関するもの,動的
にはこれら二つのタイプのイオン(前者をふつうBareionという)の易動度の測定及
びそれに関連 してのイオンとquasi-particleとの相互作用の研究がある｡ここで易
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